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1. 2019年3月期第2四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 1,318,190 5.1 7,287 4.8 8,271 6.2 5,458 △1.8

2018年3月期第2四半期 1,254,296 4.0 6,952 △13.5 7,785 △9.1 5,558 △10.9

（注）包括利益 2019年3月期第2四半期　　8,079百万円 （25.3％） 2018年3月期第2四半期　　6,448百万円 （19.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第2四半期 95.54 ―

2018年3月期第2四半期 97.28 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年3月期第2四半期 745,596 174,342 23.4 3,049.88

2018年3月期 693,257 167,691 24.2 2,933.66

（参考）自己資本 2019年3月期第2四半期 174,262百万円 2018年3月期 167,622百万円

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、前連結会

計年度に係る数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

2019年3月期 ― 25.00

2019年3月期（予想） ― 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,550,000 1.5 17,400 4.2 18,500 2.7 11,500 6.5 201.27

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期2Q 58,125,490 株 2018年3月期 58,125,490 株

② 期末自己株式数 2019年3月期2Q 987,867 株 2018年3月期 987,726 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期2Q 57,137,674 株 2018年3月期2Q 57,137,913 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があ
ります。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

決算補足説明会資料は、決算説明会開催後、当社ホームページにて掲載する予定です。

（日付の表示方法の変更）

「2019年３月期 第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（2018年４月１日～９月30日）におきましては、これまで進めてきた機能強化や新た

な事業領域の拡大に向けた施策を定着させ発展させることで、卸事業を核としながらも、最適な事業ポートフォリ

オを形成し収益の拡大を図っております。本年４月には、基盤である卸事業を更に強固なものにするため、当社の

100%子会社６社を統合し、一層のスピードと一体感を持った顧客対応を進めております。 

 また、新たな事業領域を深耕するため「ブランド戦略本部」、「トレーディング本部」を新設し、ディストリビ

ューター事業や自社開発商品の更なる拡販の推進、及びトレーディング事業を強化しております。 

 加えて、物流費の上昇に対応するため、拠点再編や省人化等による効率化を継続するとともに、製配販での取組

みによる物流費の削減を推進し、業績の向上を目指しております。 

 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は1兆3,181億90百万円（前年同期比5.1%増加）、営業利益は売上高増加に伴

う売上総利益の増加等により72億87百万円（前年同期比4.8％増加）、経常利益は82億71百万円（前年同期比6.2％

増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は54億58百万円（前年同期比1.8％減少）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの利益又は損失の算定方法を変更しており、以下の前年同

期間との比較については、前年同期間の数値を変更後の利益又は損失の算定方法により組替えた数値で比較してお

ります。報告セグメントの算定方法の変更の詳細につきましては「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （４）

四半期連結財務諸表に関する注記事項 (セグメント情報等) セグメント情報」の「３．報告セグメントの変更等に

関する事項」をご覧ください。 

 

①加工食品事業 

 売上高は、コンビニエンスストア、ドラッグストア等との取引が伸長したことや、飲料類等が堅調に推移したこ

と等から、増加いたしました。利益面につきましては、売上高増加による売上総利益の増加等により、前年同期を

上回りました。 

 以上の結果、売上高は3,994億23百万円（前年同期比5.1％増加）、営業利益は11億95百万円（前年同期比18.8％

増加）となりました。 

 

②低温食品事業 

 売上高は、コンビニエンスストア、ドラッグストア等との取引が堅調に推移したことや、市販用冷凍食品、業務

用冷凍食品等が好調であったこと等から、増加いたしました。利益面につきましては、物流コストの増加等の影響

により、前年同期を下回る結果となりました。 

 以上の結果、売上高は5,378億34百万円（前年同期比5.3％増加）、営業利益は47億52百万円（前年同期比10.4％

減少）となりました。 

 

③酒類事業 

 売上高は、卸売、コンビニエンスストア等との取引が伸長したことにより増加いたしました。利益面につきまし

ては、売上高増加による売上総利益の増加等により、前年同期を上回りました。 

 以上の結果、売上高は2,356億94百万円（前年同期比6.1％増加）、営業利益は6億39百万円（前年同期より6億2

百万円の改善）となりました。 

 

④菓子事業 

 売上高は、コンビニエンスストア等との取引が伸長したことや、スナック菓子等が好調であったこと等により増

加いたしました。利益面につきましては、売上高増加による売上総利益の増加等により、前年同期を上回りまし

た。 

 以上の結果、売上高は1,440億47百万円（前年同期比2.6％増加）、営業利益は11億2百万円（前年同期比10.2％

増加）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産が523億38百万円増加、負債が

456億87百万円増加し、純資産が66億51百万円増加いたしました。

 総資産及び負債の増加の主な要因は季節変動によるものであり、総資産においては「受取手形及び売掛金」が

157億94百万円、「短期貸付金」が253億54百万円それぞれ増加し、負債においては「支払手形及び買掛金」が450

億43百万円増加いたしました。

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っ

ております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,492 356 

受取手形及び売掛金 330,660 346,455 

商品及び製品 64,843 69,206 

原材料及び貯蔵品 2,374 654 

短期貸付金 99,100 124,455 

その他 59,806 64,369 

貸倒引当金 △258 △259 

流動資産合計 559,019 605,237 

固定資産    

有形固定資産 67,996 69,653 

無形固定資産    

のれん 2,537 2,386 

その他 14,617 15,439 

無形固定資産合計 17,154 17,825 

投資その他の資産    

投資有価証券 26,238 30,388 

その他 22,869 22,513 

貸倒引当金 △21 △22 

投資その他の資産合計 49,086 52,879 

固定資産合計 134,237 140,358 

資産合計 693,257 745,596 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 444,028 489,072 

引当金 2,247 1,990 

その他 57,882 58,155 

流動負債合計 504,158 549,218 

固定負債    

役員退職慰労引当金 1 2 

退職給付に係る負債 11,317 11,336 

その他 10,088 10,696 

固定負債合計 21,407 22,035 

負債合計 525,565 571,253 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,630 10,630 

資本剰余金 33,387 33,387 

利益剰余金 118,249 122,279 

自己株式 △2,558 △2,558 

株主資本合計 159,708 163,738 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 8,072 10,659 

繰延ヘッジ損益 △0 0 

為替換算調整勘定 △48 △91 

退職給付に係る調整累計額 △109 △44 

その他の包括利益累計額合計 7,913 10,523 

非支配株主持分 68 79 

純資産合計 167,691 174,342 

負債純資産合計 693,257 745,596 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 1,254,296 1,318,190 

売上原価 1,168,064 1,227,578 

売上総利益 86,231 90,612 

販売費及び一般管理費 79,278 83,324 

営業利益 6,952 7,287 

営業外収益    

受取利息 27 30 

受取配当金 274 244 

不動産賃貸料 613 623 

その他 751 951 

営業外収益合計 1,665 1,849 

営業外費用    

支払利息 65 53 

不動産賃貸費用 552 579 

その他 215 232 

営業外費用合計 833 865 

経常利益 7,785 8,271 

特別利益    

投資有価証券売却益 331 20 

固定資産売却益 186 － 

特別利益合計 518 20 

特別損失    

減損損失 18 315 

災害による損失 － 212 

固定資産売却損 29 19 

投資有価証券評価損 13 － 

投資有価証券売却損 3 － 

特別損失合計 64 547 

税金等調整前四半期純利益 8,239 7,744 

法人税、住民税及び事業税 2,647 2,152 

法人税等調整額 26 121 

法人税等合計 2,674 2,274 

四半期純利益 5,564 5,469 

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 11 

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,558 5,458 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 5,564 5,469 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 831 2,586 

繰延ヘッジ損益 0 1 

為替換算調整勘定 △1 △1 

退職給付に係る調整額 52 65 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △42 

その他の包括利益合計 883 2,609 

四半期包括利益 6,448 8,079 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,441 8,068 

非支配株主に係る四半期包括利益 6 11 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 8,239 7,744 

減価償却費 3,227 3,537 

減損損失 18 315 

のれん償却額 150 150 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △29 1 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 163 33 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 1 

受取利息及び受取配当金 △301 △274 

支払利息 65 53 

持分法による投資損益（△は益） 14 △144 

有形固定資産売却損益（△は益） △172 16 

投資有価証券売却損益（△は益） △328 △20 

投資有価証券評価損益（△は益） 13 － 

売上債権の増減額（△は増加） △50,572 △15,794 

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,485 △2,642 

未収入金の増減額（△は増加） △2,695 △2,383 

仕入債務の増減額（△は減少） 95,814 45,043 

未払消費税等の増減額（△は減少） △480 583 

リース投資資産の増減額（△は増加） △928 73 

その他 △2,533 △434 

小計 42,182 35,861 

利息及び配当金の受取額 292 621 

利息の支払額 △61 △50 

法人税等の支払額 △2,788 △3,436 

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,625 32,996 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △4,161 △5,273 

有形固定資産の売却による収入 415 379 

無形固定資産の取得による支出 △2,667 △1,702 

投資有価証券の取得による支出 △53 △783 

投資有価証券の売却による収入 516 128 

差入保証金の差入による支出 △2,161 △125 

差入保証金の回収による収入 239 108 

その他 △155 △363 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,027 △7,631 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 － 24 

リース債務の返済による支出 △834 △748 

配当金の支払額 △1,428 △1,428 

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,263 △2,152 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 6 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 29,333 23,218 

現金及び現金同等物の期首残高 105,175 101,592 

現金及び現金同等物の四半期末残高 134,509 124,811 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額  

加工食品 
事業 

低温食品 
事業 

酒類事業 菓子事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 379,875 510,876 222,213 140,448 1,253,414 881 － 1,254,296 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

210 1 2 3 216 4,972 △5,188 － 

計 380,086 510,877 222,215 140,452 1,253,631 5,853 △5,188 1,254,296 

セグメント利益 1,005 5,301 36 1,000 7,344 92 △484 6,952 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

  （単位：百万円） 
 

利益 金額

報告セグメント計 7,344

「その他」の区分の利益 92

のれんの償却額 △149

全社費用 △335

四半期連結損益計算書の営業利益 6,952
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額  

加工食品 
事業 

低温食品 
事業 

酒類事業 菓子事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 399,423 537,834 235,694 144,047 1,316,999 1,191 － 1,318,190 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

249 20 12 3 285 4,854 △5,140 － 

計 399,673 537,855 235,706 144,050 1,317,284 6,046 △5,140 1,318,190 

セグメント利益 1,195 4,752 639 1,102 7,689 162 △564 7,287 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

  （単位：百万円） 
 

利益 金額

報告セグメント計 7,689

「その他」の区分の利益 162

のれんの償却額 △149

全社費用 △415

四半期連結損益計算書の営業利益 7,287

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 第１四半期連結会計期間より、海外事業を管轄する組織のセグメント見直しに伴い、従来「その他」に含

まれていた国外子会社の取引を「加工食品事業」に変更しております。

 また、主に当社の商品開発・トレーディング事業を育成・強化するべく組織変更を行ったことに伴い、共

通コストの配賦方法を見直し、事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っております。 

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の算定方法により

作成したものを記載しております。 
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３．補足情報

（１）品種別売上高明細表

  （百万円未満切捨）
 

品種

前第２四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
 至 2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
 至 2018年９月30日）

前連結会計年度
（自 2017年４月１日
 至 2018年３月31日）

金額
構成比
（％）

金額
構成比
（％）

金額
構成比
（％）

缶詰・調味料類 136,419 10.9 137,443 10.4 277,821 11.1

麺・乾物類 75,355 6.0 76,964 5.8 158,149 6.3

嗜好品・飲料類 145,348 11.6 152,460 11.6 276,606 11.0

菓子類 141,440 11.3 145,267 11.0 299,463 11.9

冷凍食品類 257,363 20.5 277,049 21.0 508,967 20.2

チルド食品類 219,801 17.5 231,619 17.6 430,143 17.1

ビール類 118,573 9.5 126,265 9.6 226.417 9.0

その他酒類 95,898 7.6 101,151 7.7 200,322 8.0

その他 64,095 5.1 69,968 5.3 135,534 5.4

合計 1,254,296 100.0 1,318,190 100.0 2,513,427 100.0

 

 

（２）業態別売上高明細表

  （百万円未満切捨）
 

業態

前第２四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
 至 2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
 至 2018年９月30日）

前連結会計年度
（自 2017年４月１日
 至 2018年３月31日）

金額
構成比
（％）

金額
構成比
（％）

金額
構成比
（％）

卸売 104,885 8.4 110,173 8.4 216,851 8.6 

ＧＭＳ 102,477 8.2 103,295 7.8 200,964 8.0

ＳＭ 444,931 35.5 452,154 34.3 887,151 35.3

ＣＶＳ 411,799 32.8 435,551 33.1 812,399 32.3

ドラッグストア 54,106 4.3 61,085 4.6 110,307 4.4

ユーザー 30,463 2.4 32,031 2.4 63,346 2.5

その他直販 89,439 7.1 92,042 7.0 179,547 7.2

（直販計） 1,133,217 90.3 1,176,161 89.2 2,253,717 89.7

メーカー・他 16,192 1.3 31,855 2.4 42,858 1.7

合計 1,254,296 100.0 1,318,190 100.0 2,513,427 100.0

（注）１．ＧＭＳはゼネラル・マーチャンダイズ・ストアの略で、総合スーパーであります。

２．ＳＭはスーパーマーケットであります。

３．ＣＶＳはコンビニエンスストアであります。

４．ユーザーは外食・中食・給食等消費者へ直接飲食サービスを提供する事業者であります。
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